
　今回紹介するのは、２０１８年に笠幡にお住まい
の方よりご寄贈頂いた鋸です。この鋸は大

お が

鋸または
前
まえびきのこ

挽鋸と言って大きな木を柱や板などに加工する縦挽
用鋸です。縦挽用鋸は、木材を繊維の方向に沿って切
断するときに使います。形の特徴は幅広な鋸身で長さ
８４．５㎝、幅３３．４㎝、重さは約５㎏もあります。
　こうした鋸を使う時には原木の木目を見極めた上
で、鋸自体の重さを利用して切ります。最高の板を挽
くには、職人の長年の経験と勘が必要となってきます。
また、木材を切った際に出る「くず」を一般的に「お
がくず」と呼びますが、「大鋸」で木材を挽いたとき
に出る「くず」がその由来です。
　この鋸には「近江甲賀　天彦」と銘が刻まれていま
した。この銘は、明治８年（１８７５）、近江（甲賀）
の地で創業し、現在まで続く会社のものであることが
わかりました。甲賀では前挽鋸は江戸時代中頃から製

造され、最盛期は明治４０年（１９０７）頃です。な
お、出荷先は、国内だけでなく当時日本の領土であっ
た台湾、マニラなどにも及び、明治・大正期には一大
産地として発展しました。
　甲賀で大鋸が作られるようになった理由は、鍛冶の
燃料になる松炭が生産され鋸を使う木

こ び き

挽も多かったた
め。また、古くから良質な木材の産地としても知られ、
林業の盛んな地域性も背景にありました。平成２７年
３月には、前挽鋸や鋸製造に使われた道具、関連資料
などが「近江甲賀の前挽鋸製造用具及び製品」として
国指定重要有形民俗文化財にも指定されています。
　博物館には、今は古くて使われなくなってしまった
ものも多く寄贈されています。しかし、それらの資料
の存在は私たちに現在失われてしまった技術や文化な
ど様々なことを教えてくれます。

( 学芸担当　蓜島英之 )

博物館だより
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川越の船問屋、伊勢安作成の「甘藷受払帳」についての一考察

はじめに
　当館では、昨年の１０月１３日（土）から１１月
２５日（日）までの計３８日間の日程で、第４６回企
画展「川越とサツマイモ」を開催しました。サツマイ
モ関連の展示としては、旧サツマイモ資料館からの移
管資料を中心とした平成１９年の収蔵品展「サツマイ
モ」以来となるもので、今回は、川越とサツマイモの
関わりが概観できるような展示内容に心がけました。
　また昨年は、ちょうどサツマイモの一品種で、川越
いもの代名詞でもある紅赤が発見されて１２０年の記
念すべき年でもあったことから、現在なお伝統品種の
紅赤の主産地となっている埼玉県入間郡三芳町にある
三芳町立歴史民俗資料館（以下資料館）と連携して実
施しました。（資料館の会期は９月１４日から１１月
２５日までの計６１日間）

　お蔭をもちまして、当館は１５，３４７人、資料館
は１，８９０人と多くの方々にご覧いただき、ご好評
をいただきました。
　今回の２館の連携では、ポスターやチラシなどの掲
示や配布といった周知活動での協力だけではなく、お
互いの館が立地する地域性や歴史的変遷に鑑み、資料
館担当者と打ち合わせを行い、展示内容が重複しない
ように配慮しました。具体的には、当館では、川越で
サツマイモが名物となるに至った背景を絵画や文献を
中心に実物資料で概観して、併せて菓子や文化活動を
紹介し、また資料館では、産地面からの視点に重きを
置いて栽培方法や流通面を中心としました。その結果、
川越地方のサツマイモの歴史背景や生産の実態を２館
で補い合うことができました。

　特に、現在の川越においては、サツマイモの生産が
大変少なく、サツマイモとの関わりがイメージしづら
い傾向がありましたが、資料館と連携することで、広
い視点で見ることが可能になったのではないかと思わ
れます。アンケート結果からも、資料館の展示を見て
来館され、サツマイモの歴史がよく分かったという方
がいらっしゃいました。今回の展示を機として、より
多くの方に、内容をご覧いただける展示ができるよう
さらに努めていきたいと思います。
　さて、資料館における展示では、サツマイモの流通
の項目で、地域に伝わる仕切状の分析を通じて、サツ
マイモが三芳地域から東京の甘藷問屋へ届くに至る輸
送の様子が詳しく紹介されました。川越では、これま
でのところ仕切状は見つかっていませんが、市内在住
の齋藤文夫氏のご協力をいただき、「甘藷受払帳」を
取り上げ、展示することができました。
　本稿では、展示では資料紹介にとどまったこの受払
帳の内容について、以下のとおり検討を試みました。

１「甘藷受払帳」とは
　「甘藷受払帳」は、現所蔵者である齋藤文夫氏の先々
代の頃、新河岸川舟運における下新河岸の船問屋伊勢
安によって作成されたものです。この新河岸川舟運は、
江戸時代初期に火事で焼失した仙波東照社の再建資材
を運んだのが始まりとされ、その後川越五河岸と呼ば
れる河岸場が、江戸への荷と江戸からの荷の集散地と
して明治時代にかけて賑わいました。その中でも伊勢
安は、寛文年間頃（１６６１～７９）の創業と伝わり、
主に材木や糠灰などの肥料を取り扱う船問屋として栄
えました。

写真 1　展示風景

写真 2　甘藷受払帳（齋藤文夫氏蔵）
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始まりの日付※１ 終わりの日付※１ 件数（内甘藷の件数） 甘藷の割合 指数※２ 甘藷の俵数 指数※３

1 明治41年12月1日 ～ 明治42年5月2日
（4月28日） 168件（104） 61.9％ 100 1151俵 100

2 明治42年10月8日
（10月13日） ～ 明治43年4月24日 183件（138） 75.4％ 109 1526俵 133

3 明治43年10月26日 ～ 明治44年5月18日
（4月24日） 171件（97） 56.7％ 102 936俵 81

4 明治44年8月26日 ～ 明治45年4月25日
（4月22日） 128件（75） 58.6％ 76 747俵 65

5 明治45年10月22日 ～ 大正2年4月26日 114件（87） 76.3％ 68 747俵 65

6 大正2年10月7日 ～ 大正3年4月13日
（4月11日） 122件（81） 66.4％ 73 893俵 78

7 大正3年11月7日 ～ 大正4年5月7日
（4月26日） 78件（48） 61.5％ 46 516俵 45

8 大正4年11月1日 ～ 大正5年4月7日 28件（15） 53.6％ 17 107俵 9
9 大正5年10月23日 ～ 大正6年4月1日 17件（16） 94.1％ 10 123俵 11

10 大正6年11月5日 ～ 大正7年4月5日 13件（12） 92.3％ 8 98俵 9
11 大正7年10月27日 ～ 大正8年2月20日 5件（5） 100％ 3 16俵 1

1027件（678） 66.0％ 6860俵
※1 （  ）内は甘藷の日付が違う場合
※2 明治41年から42年の甘藷の件数を100とした時の当該年の指数
※3 明治41年から42年の甘藷の俵数を100とした時の当該年の指数

合計

　本資料は、船問屋業を営むにあたって作成された
二千数百点にも及ぶ古文書類が伝来する中の一冊で
す。当時の川越におけるサツマイモの流通を知ること
のできる資料としてとても貴重です。
　装丁は、右綴じの冊子形式で、厚板の表紙と裏表紙
を持ち、６０丁の本文からなります。寸法は縦２４０
㎜×横１６５㎜です。表紙には「明治四十一年十二月　
甘藷受払帳　伊勢安」とあります。この甘藷受払帳は、
甘藷だけではなく、芋（さといも）やその他唐茄子（か
ぼちゃ）、人参、牛蒡など根菜類についての取引内容
も書かれています。そしてそれぞれの取引ごとに、日
付、甘藷や芋など種類の別、数量（俵数）、利用する
船名、送り先、送り主が記述されています。
　書かれた期間は、明治４１年（１９０８）１２月１
日から大正８年（１９１９）２月２０日までの約１０
年と４か月ですが、甘藷が収穫、保存、輸送される時
期は秋から翌年の春にかけてであるため、それを一季
とすると１１年分にあたることになります。本資料記
載の総合計は１，０２７件、うち甘藷の件数は６７８
件となっています。

２　「甘藷受払帳」に記された内容
⑴一季ごとの件数の推移
　表①は、一季ごとに最初に書かれた日付から最後に
書かれた日付と件数などをまとめたものです。これを
見ると、一部例外がありますが、取引の大部分が１０
月から始まり、芋などを含めると５月中旬までに、甘
藷は４月中には終わっていることが分かります。これ
は、甘藷の収穫時期や保存期間を含めての輸送状況を
反映した期間となっています。こうした重量のかさむ
甘藷などの芋類や根菜類の輸送に使用された船は、米
穀や日用品、材木などを運ぶ船とは別に運用され、ちょ
うどその時期に飛来する渡り鳥の雁になぞらえて、雁

がん

船
ぶね

などと呼ばれ親しまれたといわれています。
　

　本資料に記載された芋などを含めた全体の件数に対
する甘藷の割合を見ると、６６％余りとなり、７割近
くを甘藷が占め、輸送の中心となっていることが分か
ります。また、１１の季節ごとの移り変わりは、明治
４２年の時には甘藷取引の件数、俵数共に最大となり
ますが、その後は一時を除いて減少の一途をたどり、
そして最後の年には、件数が明治４１年の３％まで落
ち、俵数においては実に１％にまで減少します。本資
料に大正８年以降の記載がないのは、その年以降、舟
運による甘藷などの取引が行われなくなったためであ
ると推測されます。
　では、わずか１０年余りの間に、ここまで急激な変
化が生じた理由は何でしょうか。当時すでに甘藷は川
越の名物として関東をはじめ広く世間に周知され、特
に大消費地である東京に向けて、新河岸川舟運を利用
して川越地方（現在の川越市、所沢市、狭山市、富士
見市、ふじみ野市、三芳町など）が主要な産地となり、
大量の甘藷が運ばれていました。東京で甘藷の消費が
減少するのは、大正１２年に起きた関東大震災後とい
われており、本資料の段階では、需要はまだ多くあっ
たと考えられます。
　表から窺える変化の背景として、一つは明治４３年
８月の大洪水が挙げられます。連日降り続いた降雨に
よって、利根川の洪水と合わせて、荒川筋は堤防が決
壊して明治以降で最大の出水となり、その後の国の治
水計画が大きく変わりました。溢れることの前提か
ら、堤防を連続して築き、川を直線化して海に早く流
す治水への転換でした。新河岸川も例外ではなく、大
正１０年から改修工事が行われて、昭和６年に通船停
止令が出され舟運の幕が閉じることとなります。本資
料の段階ではまだそれ以前ではありますが、要因とし
て考えられるのではないでしょうか。
　そしてもう一つは、大正３年を機として、取扱件数、
俵数共に劇的に減少したことが、はっきりと数値に出
ていることです。大正３年は、前年より件数が４０以
上、甘藷の俵数は３７０以上減り、翌年には更に件数
が５０、俵数は４００以上減少しています。この数字
を見ることによって、改めて大正３年５月 1 日に開
通した東上鉄道（現在の東武東上線の前身）が物資の
輸送形態を大きく変えていったことが窺えます。

⑵明治４１年１２月から明治４４年５月まで３季
（３３９件）の甘藷取引の考察

　表①
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名称 住所 記載回数 名称 住所 記載回数
2本○5348屋蔵武1

蔵菊崎山6371音川2 浅草区北清島町 2
助之巳田黒7371重平3 本所区原庭町 1

深川区富岡町門前 1
野浅93515 金次郎 浅草区馬道 1

6 稲毛屋

4 川𦨞𦨞

芝区三田松坂町 13 40 伊勢

小林忠吉38

亀 1
屋橋板1431萬丁7 千住 1

1差植2421屋松小8
吉萬梶3401宮上9 浅草区北清島町 1

郎五安藤加440101 京橋区仲町 1
11 赤木兼吉 本郷区駒込蓬莱町 8 45 カネタ 本所区 1
12 山岸吉重 日本橋区蛎殻町 8 46 川浅 神田区西小川町 1

かな口川747半川31 本所区松坂町 1
14 古屋重善 神田区今小路 7 48 川崎喜之助 本所区茅場町 1
15 川安 京橋区南紺屋町 6 49 川庄 浅草区馬道 1
16 長谷川升五郎 神田区和泉橋 6 50 川成屋 下谷区金杉町 1
17 市川久太郎 本所区菊川町 1濱川155
18 川仙 下谷区入谷町 5 52 川彦 日本橋区 1

吉磯田北355市西91 浅草区千束町 1
郎次松下ノ木455仲藤02 日本橋区新大坂町 1

郎三新田幸554わ川12 深川区東森下町 1
22 岡治 神田区美倉橋際 3 56 肥沼平吉 牛込区山伏町 1
23 川藤 浅草区三好町 3 57 小菅勝蔵 牛込区山吹町 1
24 中崎寅次郎 下谷区上野町 3 58 山喜 日本橋区本町 1

953源船52 島 1仁
26 本橋俊吾 本所区中ノ郷横川町 3 60 田口傳右衛門 神田区旅籠町 1
27 石萬 深川区 2 61 田中菊次郎 深川区富岡門前東仲町 1
28 岩本兼次郎 芝区田村町 2 62 塚本周助 本所区中ノ郷業平町 1
29 大野タイ 深川区 1屋腐豆362
30 金子粂五郎 南葛飾郡砂村 1太462

郎次徳井柳562乙川13 神田区東松下町 1
吉長部矢662勇大23 本所区亀井戸柳島町 1

33 鳥飼銀彦 本所区柳原町 2 67 湧栄 日本橋区西河岸 1
34 野口庄太郎 浅草区元吉町 9332

船

　①甘藷の送り先について
　表②は、記載された送り先をまとめたものです。３
季３３９件のうち、送り先数は６７件となっています。
この送り先を見ると、屋号で書かれたものと個人名で
書かれたものがあります。屋号で書かれたのは甘藷問
屋と思われますが、個人名で書かれた場合には、規模
が小さいという訳ではなく、送る俵数が１俵の時もあ
れば、多い場合もありました。甘藷の需要先として焼
き芋屋は大きく関係しており、明治期の地誌の中には、

「釜
か ま ど

土は３個や４個並べるのを大
だいてん

店とし」などと、竃
をいくつも持っている焼いも屋のことが記されていま
す。個人名の場合は、問屋ではなく、問屋を経由せず
に焼いも屋などの小売店を直接送り先としていること
が考えられます。

　②送り先の立地について
　表②から送り先に地名が入っているものをまとめる
と次のようになります。１番多いのが本所区（現墨田
区）の９箇所（内個人名７箇所）、続いて浅草区（現
台東区）の７箇所（内個人名６箇所）、深川区（現江
東区）６箇所（内個人名４箇所）、神田区（現千代田区）
６箇所（内個人名４箇所）、日本橋区（現中央区）5
箇所（内個人名２箇所）、下谷区（現台東区）３箇所

（内個人名１箇所）、芝区（現港区）３箇所（内個人名
２箇所）、京橋区（現中央区）２箇所（内個人名１箇
所）、牛込区（現新宿区）２箇所（個人名）、本郷区（現
文京区）１箇所（個人名）、南葛飾郡砂村（現江東区）
１箇所（個人名）、千住町（現足立区）１箇所です。
　新河岸川舟運の終着点浅草の花川戸のある浅草区は
もちろんですが、対岸の本所区が一番多く、隣接する
神田区や下流の深川区、隅田川の河口から海上を西行
しての芝区、内陸に入った入谷区や本郷区、そして牛
込区にも送り先が存在します。当時の東京１５区の実
に１０区と広範囲に及んでいることが分かります。

　③送り主について
　では一方で、送り主（荷主、生産者）はどうだった
のでしょうか。表③は、送り主の所在について、地名
がついたものをまとめたものです。記載回数とは、名
寄せして合算した回数になります。
　まず地域を見ると、川越周辺の２２の地域（現在の
４市１町）に及んでいることが分かります。１番多い
のが市内の藤間、そして所沢市の下富、三芳町の上
富、市内の松原・寺尾、所沢市の南永井・北岩岡、狭
山市の堀兼・入間川と続きます。これを見ると河岸場
に近い藤間が最も多くなっていますが、その他を見て
も、下富、上富、南永井、堀兼など、武蔵野台地上の
川越いもの主要な生産地と関連していることが分かり
ます。川越市域では、江戸時代はまだ甘藷の生産は高
まっていなかったことが知られますが、藤間、松原、
寺尾、中福、赤坂、今福の名が見え、この頃までには
生産されるようになっていたことが窺えます。
　ただ、川越市域や河岸場に隣接する地域、川越より
内陸部の地域があるのは、物資の輸送上の経費や時間
などの利便性から分かりますが、下富や上富、南永井、
北永井や竹間沢など、川越より東京に近く立地し、そ
れぞれの近くの河岸場を利用した方が、より合理的で
あると思われる地域からも利用があることについて
は、明確な理由はよく分かりません。
　続いては、送り主の回数を見てみます。一番多いの
は松原の仙松で、３９回に及び他を圧倒しています。
続いて亀久保の喜太郎が１８回、地元藤間の喜八が
１６回、与右衛門が１５回、堀兼の常吉が１２回と続
きます。船問屋伊勢安を利用した１件当たりの平均取
引量は６．７俵で、１１季の中での最大は大正３年１
月２１日の５５俵がありますが、この時は三度に分け
られており、一度に送ったものとしては、明治４１年
１２月１９日の３４俵が最大です。松原の仙松が送る
量は、６から１０俵程度がほとんどで、量としては多
くはありませんが、送り先が複数あり、定期的に送っ
ていることが分かります。
　また、いつも決まった送り先の場合もあります。上
松原の辰次郎は６回全て武蔵屋に、上留（上富）の新
八は１０回全て に、その上、量もほとんどが１２俵
で送っています。決まった量を送る約束を双方で取り
交わしているようにも想像されます。
　珍しい例としては、入曽の六之助（苗字の記載あり）
の場合があります。回数は３回と多くはありませんが、

 表②
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数回載記数人町市在所在現名地

1 藤間 川越市 18人
16回喜八、15回与右衛門、11回源兵衛、8回新左衛門、7回三左衛門、6回宇太郎・
菊蔵、4回萬蔵・萬吉・庄吉、3回重兵衛、2回政之助・喜代次郎、1回丑五郎・与八
・彦八・藤五郎・善蔵

2 下留（富） 所沢市 13人 3回定右衛門、2回助七・勘蔵・久蔵・清吉・忠七・徳次郎・喜太郎・喜十郎、1回佐
傳次・仙次郎・喜平・横萬

3 上留（富） 三芳町 9人 10回新八、6回音吉、4回定吉・金平、3回勇次郎・久平、2回末三郎・初五郎、1回
定五郎

4 松原（上松原含む） 川越市 7人 39回仙松、10回庄三郎、6回辰次郎、5回忠兵衛、3回喜十郎、2回巌次郎・忠蔵
5 寺尾 川越市 6人 9回亀次郎、4回利助、2回佐七、1回金兵衛・金蔵・磯吉
6 南永井 所沢市 5人 5回勇次郎、2回萬蔵・富蔵、1回重次郎・定吉
7 北岩岡 所沢市 4人 10回重蔵、4回惣五郎、1回辰五郎・氏五郎
8 堀兼 狭山市 3人 12回常吉、1回岩五郎・奥富
9 入間川 狭山市 2人 3回久次郎、2回六次郎
10 十四間（軒） 所沢市 2人 2回粂吉、1回三郎
11 入曽 狭山市 2人 3回六之助、2回清十郎
12 中新田 狭山市 2人 3回留吉、2回久助
13 青柳 狭山市 2人 1回金蔵・久次郎
14 中福 川越市 2人 2回喜平、1回仙左衛門
15 北永井 所沢市 1人 1回源蔵
16 亀久保 ふじみ野市 1人 18回喜太郎
17 三ケ島新田 所沢市 1人 1回勘次郎
18 竹間沢 三芳町 1人 2回久太郎
19 赤坂 川越市、狭山市 1人 2回秀吉
20 今福 川越市 1人 2回銀平
21 鶴岡 ふじみ野市 1人 4回傳兵衛
22 坂ノ下 所沢市 1人 1回弥兵衛

助之健回1、吉宮・門衛左伊回2、次惣与回4人432 名前のみ

同じ苗字である東京本所松倉町の俊吾宛てに、年に１
回１俵の甘藷を送っており、その内明治４３年１２月
２６日には、さといもと合わせて送っています。東京
の親類宛てに年始年末の贈答品として地の産物を送っ
ている様子が見て取れ、興味深いものがあります。
　
　④船について
　本資料の項目の一つである「船」としての記載では、
一号、二号、三号、四号、五号と船号のついたものが
ほとんどですが、この他に原蔵や佐五右衛門、寅吉、
政吉、久蔵といった人名や二七、一六などと記された
ものがありました。これは、号数のついたものが船問
屋伊勢安の持ち船で、人名で書かれたのが船持ち船頭
（出

でい し し ゅ う

居仕衆）の船、二七などは人の輸送も行った早船
と呼ばれた定期の貨客船と考えられます。伊勢安では、
安政６年（１８５９）頃は所属船として持ち船があり
ませんでしたが、この頃には持ち船が５艘あり、通常
は持ち船であるものの、時には別の船を利用していた
と考えられます。
　また、日にちと船号の関係を見ると、順番に数日か
けて荷を集め、１週間から１０日程度で往復していた
様子ですが、１か月以上間隔があく場合もあり、詳細
については不明です。

おわりに
　以上、「甘藷受払帳」からは、甘藷の流通の一端を
垣間見ることができただけではなく、約３００年もの
長きにわたる新河岸川舟運の歴史の中でも、急激に変
化するちょうど過渡期を如実に示した貴重な記録であ
ることを改めて認識しました。また、材木や肥料を主
に扱う船問屋に甘藷の記録が残っていたという蓋然性
にも思いを抱かざるを得ません。川越におけるサツマ
イモの歴史にはまだ分からないことが多くあります。
今後少しでも川越とサツマイモの関わりが明らかにな
るようにできればと思います。
　　　　　　　　　　　　（教育普及担当　峯岸太郎）

《付記》

　本稿の執筆にあたり、資料所蔵者である齋藤文夫氏には多大なるご

協力をいただきました。ここに記して厚くお礼申し上げます。

【主要参考文献】

　『下新河岸齋藤家文書目録』川越市教育委員会　2010

　『甘藷と三芳』　三芳町立歴史民俗資料館　2018

　『第 38回企画展　新河岸川舟運と川越五河岸のにぎわい』　川越市　　

　立博物館 2013

　『新河岸川舟運と東京甘藷問屋組合』齋藤貞夫（『埼玉地方史』第 5

　号）1978
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　古い道具類、地域博物館では多くの場合「民具資料」
と呼ばれるものですが、これをご寄贈いただき、資料
として登録し、収蔵庫に収めるまでには、いくつかの
手続きがあります。
　細かな手順は省きますが、頂いたままの状態で、ほ
とんど手を加えることなく、清掃と燻

くんじょう

蒸殺菌を経て、
記録を取り、しかる後収蔵庫へと進む場合はいいので
すが、なかなかそうとばかりはいかないのが実情です。
　今回は、あるも

・ ・

のに何らかの手を加えて、そのも
・ ・

の
がもとあったかたち、状態に復することについて考え
てみたいとおもいます。
　一例として、最近ご寄贈いただいた古い鞴

ふいご

のごく簡
単な修理の様子を交えて話を進めてまいります。
　修理に取りかかる前にまず必要となるのが、そのも
のの現状把握です。対象を巨細に観察し、欠損部・劣
化部分を把握します。金属部分の錆の状態、木質部の
腐朽の有無・度合、虫損・ネズミなどの食害や黴

かび

の有
無など。また、表面に彩色がある場合、彩色層・下地
の浮き・剝離などの状態も観察していきます。

　一通り目視と触診を終えましたら、次は修理の方針
を定め、大まかな計画を立てます。（作業を進める過
程で、対象の状態によって処置方法の変更を余儀なく
される場合があるので、計画といっても、場合によっ
て臨機応変に対応できるゆ

・ ・ ・

るさが必要です。）このと
き、予め修理の目的を明らかにしておくことが、必須
要件です。修理の目的には、大きく、①機能回復（再
稼働できる状態にする。）②形態回復・保存（調査・
研究のため。将来の展示を前提として。鑑賞・愛玩の
ため。保存上の理由。）が挙げられると思います。い

ずれを選択するかによって、あるいは二つの括りにま
たがる場合もあるでしょうが、具体的な対処方法が定
まってくるのではないでしょうか。併せて、修理箇所
をどう扱うか、技法、用材、道具類、使用する薬剤等
の検討を行い、実際の作業に進んでいくわけです。
　修理に取りかかる際には、事前の下準備が必要とな
ります。最初に行わなくてはいけないのは、何といっ
ても修理対象の清掃です。ここでも、適切な清掃の方
法・手順を考え、水を使うかドライ・クリーニングと
するか、判断が求められます。また、いずれの方法に
依るにしても、表面の埃

ほこり

を刷
は け

毛や筆などで丁寧に払い、
改めて脆弱部の発見、部品のゆるみ、脱落や固着箇所
の有無など注意深く確認しつつ、表面の汚れ・付着物
の除去を行います。木製のものであれば、水に浸して
固く絞った綿ネルなどの柔らかい布で木目に沿ってや
さしく拭っていきます。また、金具などで錆のひどい
鉄製品は、刷毛で埃を払うのみに留め、比較的しっか
りした真鍮や銅のものであれば、アルコールを含ませ
たネルや綿棒などを用いて清拭していきます。
　今回修理を施した鞴は、かつて鑢

やすり

を製造されていた
方が使用していたものだそうで、使われなくなって相
当の長年月放置されていた様子で、前後の側板（杉材
の薄板）が左右の側板から剝がれ、上半がめくれた状
態でした。

　この部分を点検すると、側板に打ち込まれていた幅
の狭い鎹

かすがい

が悉く腐食して、接合部でもげた状態でした。
下手に腐食の著しい鎹を除去すれば、側板に孔が開く
ことになり、この孔を埋め、当初の姿に復元するため
には、同質・同寸の新たな鎹を用意しなくてはなりま

　搬入時

　側板の状況

「ものを直す」ことについて
－民具資料の修理を例に－
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せん。使用されていたものは、間違いなくこの鞴を製
作するために調製された鍛冶製品ですので、専門職人
でない者が再製しようとしても無理があります。そこ
で、次善の策として、次のような清掃前の下準備を行
うことにしました。文化財の保存分野で永く使用され
てきた合成樹脂（顆粒状のアクリル樹脂・パラロイド
Ｂ７２を有機溶剤アセトンに濃度５％程度に溶解させ
た液体）を用いて、腐食してグズグズになった鉄錆を
そのままの形で強化処理して温存し、木部と木部を接
着剤で再接合し、もとの姿に戻そうという計画です。
この鞴に使用されている金属部品は、すべてさきの鎹
一種類のみでした。これらの露出部分に上記の溶液を
毛先の尖った細筆に含ませ、滴下して浸透させていき
ます。乾いては、同様に繰返すこと数回、錆が容易に
崩壊しない程度に強化されたら、一応の処置はひと段
落です。剝離した板材は、清掃後、将来の再修理を考
慮して一般的な木工ボンド ( 水性 ) を使って接合する
ことにしました。

　そうして、本体の清掃にかかります。鞴内部のピス
トン部分を抜いて、これと本体別々に清掃します。大
部分木製であるので、掃除機を遠くから向けつつ刷毛
で埃を除き、固く絞った雑巾を何度も濯いで木質部す
べてを清拭しました。ここで、予想通りというか、問
題が発生しました。ピストン部分の四囲に貼り巡らさ
れた狸の皮（鞴内部の滑り・気密性がよいと、伝統的
に使われている）が部分的に剝がれかかっていたり、
脱落しているのです。完全に脱落したものは、別途保
存することにして、半端に浮いたり、剝がれかかって
いるものは、可能な限り現場に留めて置きたいので、

今度は水溶性アクリル樹脂・バインダー１８なる液状
の樹脂を用い、剝落抑えをすることにしました。この
樹脂を適宜水で薄めて (5 ～ 10％ )、前述のパラロイ
ド同様に滴下または剝離部分に塗布して押さえます。

（余談ながら、バインダーは水溶性のため使い勝手が
よく、趣味等でも有用性が高いと思われますが、一斗
缶単位の扱いしかなく一般向けではありません。市販
の水性ニス ( 透明 ) を希釈して使用すれば、ほぼ同様
の効果が期待できます。）
　最後に実際の修理ですが、下準備・清掃を進めなが
ら、実は修理も並行して進んでいるのがお分かりで
しょうか。よほど複雑なものでない限り、部品・用材
の接合を残すのみの状態に至れば、修理の大半は済ん
でいるようなものです。場合に応じて、欠損部分の補
修、埋め木、樹脂充塡、部品製作、脆弱部の補強、表
面彩色の剝落や浮きの処理等々を経て、接合・組立、
細部調整が済めば、修理は完了となります。今回の修
理は、前記②を主な目的としたので、余計な手を加え
ない、現時点で無理なしごとは決してしないという点
に注意しました。

　「ものを直す」ことで広がる世界は、とても豊かで
す。身近な古いものを直してみれば、先人の知恵を肌
で感じることができますし、発見する喜びも得られま
す。そして、そのも

・ ・

のへの愛着は弥
いや

増
ま

すことでしょう。
なにかのご参考になれば、幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　（管理担当　鈴木邦照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　側板接合時

　修理後
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　　　　　　午前 9 時から午後 5 時まで（ただし入館は午後 4 時 30 分まで）
　　　　　　月曜日（休日の場合は翌日の火曜日）
　　　　　　第４金曜日（休日を除く）年末年始（12 月 29 日～１月 3 日）
　　　　　　館内消毒（６月下旬）特別整理期間（12 月下旬）
＊開館時間・休館日は、博物館・川越城本丸御殿とも原則として同じ
　（館内消毒・特別整理期間は博物館のみ休館）
＊蔵造り資料館は、耐震化事業のため平成 32 年度末（予定）まで休館いたします。
　　　　　　○博物館　平日（開館日）午前 11 時・午後 2 時　　土・日・祝日  午前 11 時・午後 1 時・午後 2 時・午後 3 時

　　　　　　　※予定を変更させていただく場合もありますので、ガイドを御希望の方は、博物館までお問い合わせください。　　　　　　　　

　　　　　　○川越城本丸御殿　毎月第２・第 3 日曜日　午前 11 時・午後 2 時　※事前のお申し込みはいりません。当日直接おこしください。

　　　　　　○博物館　毎週火・水曜日　午後 1 時～ 3 時　華の会（裂き織り）

　　　　　　　　　　　毎週木・日曜日　午前 10 時～午後 3 時 (12 時～ 1 時はお休み )　川越唐桟手織りの会

　　　　　　　　　　　※予定を変更させていただく場合もありますので、御希望の方は博物館までお問い合わせください。

東武東上線・ＪＲ川越線　川越駅より
または西武新宿線　本川越駅より、
●東武バスにて　「蔵のまち経由」乗車札の辻バス停下
　車徒歩 10 分、または「小江戸名所めぐり」乗車博物
　館前バス停下車すぐ
●イーグルバスにて　「小江戸巡回バス」乗車博物館・
　美術館前バス停下車すぐ
※御来館の際は、なるべく電車、バスを御利用ください。

◆入  館  料 ◆交  通  案  内

 メール配信を希望される方は、川越市ホームページ
のオンライン「メール配信サービス」から「博物館
メール配信」の登録を行ってください。携帯電話では、
右のＱＲコードから登録の手続きができます。毎月
25 日に最新の情報を配信します。
※登録料および情報提供料は無料ですが、インターネット接続

　やメールの受信等にかかる費用は利用者の負担となります。

発行日◆平成 31 年 3 月 29 日　　発行◆川越市立博物館
 　　　　　　　　　　　　　　〒 350-0053　川越市郭町 2 丁目 30 番地 1　　　TEL 049-222-5399　　　FAX 049-222-5396

Ｅメール　hakubutsukan@city.kawagoe.saitama.jp　　ホームページ　http://museum.city.kawagoe.saitama.jp/

　古墳は全国に約１６万基存在すると言われていますが、その中でも古墳時代終末期である７世紀
に登場し、推定を含めても全部で１０基程度しか確認されていない希少な形の古墳があります。方
形の段に丸い墳丘が乗った形の「上円下方墳」です。市内大東地区には、日本最大の上円下方墳で
ある市指定史跡・山王塚古墳が非常に良好な状態で残されており、国の史跡指定を目指した範囲内
容確認調査が進められてきました。
　企画展「山王塚古墳－上円下方墳の謎に迫る－」では、近年の調査で様相が明らかになりつつあ
る山王塚古墳の出土資料をはじめ、同じ上円下方墳である武蔵府中熊野神社古墳（東京都府中市）
や天文台構内古墳（東京都三鷹市）等、同時期に造られた様々な古墳との比較や時代背景の紹介を
通じて、上円下方墳の実態に迫ります。未来へ守り伝えていくべき貴重な古墳を知る機会ですので、
ぜひ展示をご覧ください。

会　期　平成 31年 3月16日 ( 土 ) ～ 5月12日 (日 )

第 46回「山王塚古墳―上円下方墳の謎に迫る―」

共通入館（観覧）券

100円
（80円）

50円
（40円）

大学生
高校生

200円
（160円）

100円
（80円）一　般

150円 180円 400円

300円 370円 600円

区　分 博物館
川越城
本丸御殿

川越市
蔵造り
資料館

博物館
美術館

博物館
本丸御殿
美術館

博物館
本丸御殿
美術館
まつり会館

※（　）内料金は、団体〔20名以上、1名につき〕の場合

休館中

休館中

　山王塚古墳出土長頸壺

博物館の最新情報をパソコン又は携帯電話へ配信します 

利　用　の　御　案　内

◆開館時間
◆休  館  日

◆ガイド

◆機織り実演・体験（協力：博物館同好会）
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